290705修正
平成28年度決算の算定様式の修正事項
【健全化判断比率に関する様式】
【記載要領】
	表番号等
	改正内容

	３②表
	p.16
	３②表に関する説明の16のうち、3つ目の米印について以下のとおり変更する。

【修正前】
※　Ｘ、Ｙに該当する資本費繰入収益に関しては、各団体において整理した予
算経理に従い記入して下さい。
資本的収入として取り扱う場合は
　X：23表02行29列　　Y：（20表02行03列）－（20表01行23列）
収益的収支として取り扱う場合は　
X：（23表02行29列）－（20表01行23列）　Y：20表02行03列

【修正後】
※　Ｘ、Ｙに該当する資本費繰入収益に関しては、各団体において整理した予
算経理に従い記入して下さい。
　 　資本的収入として取り扱う場合は
　　　　X：23表02行29列　　Y：20表02行03列　　
　 　収益的収入として取り扱う場合は
　　　　X：（23表02行29列）－（20表01行23列）
　　　Y：（20表02行03列）＋（20表01行23列）



【算定様式】
	表番号等
	改正内容

	
H28決算：３表（実質公債費比率の状況）

	
（３②Ｂ、Ｂ’、Ｆ、Ｆ’
〈病院事業〉）
	各シートの〈病院事業〉に関する算定のうち、〈留意事項〉の上から５つ目について、以下のとおり変更する。
 
【修正前】
「公立病院改革プランに要する経費（公立病院特例債）」は、繰出基準第５の16（4）イ⑥により算定された額。）

【修正後】
「公立病院改革プランに要する経費（公立病院特例債）」は、繰出基準第５の16（4）イ⑤　により算定された額。
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